
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(仮称)対馬市市民基本条例に関する提言書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年１０月１８日（火） 

(仮称)対馬市市民基本条例検討委員会 



 

 

対馬市長 財 部 能 成  様 

 

 

対馬市は、平成 20 年 3 月に対馬市市民協働推進指針を策定し、平成 20年度

から実施している地域マネージャー制度により、市民協働に対する市民意識も

着実に芽生えてきております。 

また、国の動きとして、地域のことは地域に住む住民が決める「地域主権」

を早期に確立する観点から、補助金の一括交付金化、基礎自治体への権限移譲

等の具体策が講じられてきており、本市においても地域の実情に応じた迅速な

行政サービスを図っていく必要があり、また、行政運営への自主性や主体性が

強く求められております。 

以上のことから、今後、更に市民協働を推進し、市民主体のまちづくりを確

立していくため、市民、議会、行政のそれぞれの役割や責務を明確にするとと

もに、これまで以上に市民が市政に関わる新たな仕組みづくりが必要でありま

す。 

よって、市民主体のまちづくりを実現するため、10 回の検討委員会及び市民

との意見交換会等を重ね、まちづくり及び市政運営の基本ルール等を規定した

“対馬市市民基本条例”を別紙のとおり取りまとめましたので提言いたします。 

市長におかれましては、私たち検討委員会の提言を尊重いただき、本市にお

ける更なる市民協働の推進と市民主体のまちづくり実現のため、この条例を対

馬市の最高規範として条例化されるとともに、この提言をご活用いただきます

ようお願い申し上げます。 

 

 

 

平成２３年１０月１８日 

 

 

(仮称)対馬市市民基本条例検討委員会 

委員長  加留部 貴 行 
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（１）条例基本理念 

①まちづくりは、市民、議会及び行政が一体となって取り組む。 

②行政及び議会は、市民の信託に基づき、個人の尊厳及び自由が尊重され、

かつ、公正で開かれたまちづくりを推進する。 

③市民、議会及び行政は、地域の個性及び自立性を尊重した地域のまちづ 

くりを推進するものとする。 

 

（２）策定経緯 

 【検討委員会】 

月  日 内   容 

平成２２年 ８月 ５日 第１回検討委員会 

・市民基本条例の検討体制、進め方に 

ついて 

・市民基本条例に関する勉強会 

 (ワーキング部会との合同) 

平成２２年１０月１５日 第２回検討委員会 

（第 2 回ワーキング部会との合同） 

・『これからの対馬のために大切にしたい

こと。』について、ワークショップ実施 

平成２２年１１月 ９日 第３回検討委員会 

（第 3 回ワーキング部会との合同） 

・『「市民が主役」となるために自分自身に 

何が必要でしょうか。』について、ワー 

クショップ実施 

平成２３年 １月２６日 第４回検討委員会 

・女性及び青年の集いの結果報告 

・アンケート調査の実施状況について 

・『条例の前文及び目的』の検討 

平成２３年 ２月１０日 第５回検討委員会 

・アンケート調査結果等について 

・条例（たたき台）の検討 

平成２３年 ４月２１日 第６回検討委員会 

・条例（たたき台）の検討 

平成２３年 ５月２４日 第７回検討委員会 

・条例（たたき台）の検討 

・条例名募集方法及び地域との意見交換 

会の実施方法について 

平成２３年 ６月 １日 第８回検討委員会 

・条例（たたき台）の検討 

・地域との意見交換会（案）について 
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月  日 内   容 

平成２３年 ９月１１日 第９回検討委員会 

・条例名募集結果及び採択候補の選定に 

ついて 

・地域との意見交換会、パブリックコメン 

ト、議会との意見交換会における意見の 

集約について 

・市民基本条例（案）の修正（案）の検討 

平成２３年 ９月２９日 第 10 回検討委員会 

・条例名の決定について 

・市民基本条例（案）の最終検討 

・パブリックコメント等における公表す 

る回答の協議 

・市長への提言書（案）の検討 

平成２３年１０月１８日 条例（案）提言書の提出 

 
 
【議会との意見交換会等】 

月  日 内   容 

平成２３年 ２月２４日 対馬市議会議員全員協議会における市民

基本条例検討概要説明 

平成２３年 ６月２４日 対馬市議会との意見交換会実施 

平成２３年 ９月１２日 対馬市議会との意見交換会実施 

 
【地域との意見交換会、ワークショップ、市民アンケート調査等】 

月  日 内   容 

平成２２年１２月２３日 女性及び青年の集いの開催 

・『「市民が主役」となるために自分自身に 

何が必要でしょうか。』について、ワー 

クショップ実施 

平成２３年１月 (仮称)対馬市市民基本条例検討に係る市

民アンケート調査実施 

《回答数》 

・市民:550 通、市職員:131 通、 

高校生：790 通 

・アンケート結果は別紙のとおり 

平成２３年 １月３１日 対馬市職員研修会の開催 

・市民基本条例が「なぜ、必要なのか？」 

平成２３年 ７月２０日 

   ～  ９月 ５日 

条例名の募集 

 応募件数：349 件 
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月  日 内   容 

平成２３年 ８月２４日 地域との意見交換会（上県・上対馬地区） 

《市民参加者》 

 上県：76 人、上対馬：42 人 

平成２３年 ８月３０日 地域との意見交換会（峰・豊玉地区） 

《市民参加者》 

 峰：33 人、豊玉：19 人 

平成２３年 ９月 ５日 地域との意見交換会（美津島・厳原地区） 

《市民参加者》 

 美津島：34 人、厳原：59 人 

 

【検討委員会ワーキング部会】 

月  日 内   容 

平成２２年 ７月３０日 第１回検討委員会ワーキング部会 

・市民基本条例の必要性、検討の進め方に 

ついて 

平成２２年１０月１５日 第２回検討委員会ワーキング部会 

（第 2 回検討委員会と合同） 

平成２２年１１月 ９日 第３回検討委員会ワーキング部会 

（第 3 回検討委員会と合同） 

平成２３年 ４月１９日 第４回検討委員会ワーキング部会 

・検討委員会の状況について 

・条例名募集方法等の手法検討 

平成２３年 ５月１３日 第５回検討委員会ワーキング部会 

・検討委員会の状況について 

・地域との意見交換会等の実施方法検討 

平成２３年 ５月３０日 第６回検討委員会ワーキング部会 

・検討委員会の状況について 

・条例名募集方法及び地域との意見交換 

会の実施方法について 

平成２３年 ６月１７日 第７回検討委員会ワーキング部会 

・検討委員会の状況について 

・条例名募集方法及び地域との意見交換 

会（案）について 

平成２３年 ９月 ９日 第８回検討委員会ワーキング部会 

・条例名募集結果等選定について 

・パブリックコメント等における意見の 

集約について 

・市民基本条例（案）の修正（案）の検討 
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対馬市市民基本条例 《提言案》 

 

目次 

 前文 

第１章 総則（第１条－第３条） 

第２章 まちづくりの基本理念及び基本原則（第４条－第５条） 

第３章 市民､議会及び行政等の責務と役割（第６条－第１２条） 

第４章 市政運営（第１３条－第２１条） 

第５章 情報共有、参画及び協働（第２２条－第２９条） 

第６章 住民投票（第３０条） 

第７章 対馬らしさの追求（第３１条） 

第８章 条例の検証及び見直し（第３２条－第３３条） 

附則 

 

（前文） 

私たちの島、対馬は、古の時から大陸との人、モノ、文化の交流の窓口となり、時代

の局面の架け橋として、海峡に位置する独特な地理的環境をもって歴史をつなぐ重要な

役割を果たしてきた。また、島という環境が希少価値のある多様な動植物の命を育み、

絆で支え合う人々の生活、豊かな自然の恵みからなる産業、個性と特色ある文化を生み

出してきた。 

そして、島内外との多様なつながりの中で生きてきた対馬の先人たちは、大陸との交

流や日々の暮らしの中から得た知見を今でも私たちに伝えている。中でも雨森芳洲の

「誠信交隣」や陶山訥庵、賀島兵介の偉業等は、時代を超えた今でもあせることなく私

たちの中で語り継がれてきた。 

私たちは、このような風土から育まれた「対馬らしさ」を大切にしつつ、また、自然

への畏敬の念やもてなしの心、思いやりの気持ち、地域の絆や人とのつながりを忘れる
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ことなく、すべての人に居場所と出番が保障され、あらゆる分野において生きる喜びを

実感できる島となるように、将来に引き継いでいかなければならない。 

そのためには、同じ島に生きる人々の絆を紡ぎ直し、明日を担う世代が誇りを持って

「私の故郷は対馬」と胸を張れるように、市民がこれからの時代を生きる当事者として、

これまで以上に市政に関わる新たな仕組みづくりが必要である。 

そこで、更に市民協働を推進し、地域主権を確立するために、市民､議会、行政のそ

れぞれの役割や責務を明確にするとともに、これからの私たちが主体的にめざすまちづ

くりの方向性を示す最高規範として、ここに対馬市市民基本条例を制定する。 

 

 

第１章 総則  

（目的） 

第１条 この条例は、対馬市における個性豊かで活力に満ちた社会を構築していくため

に、基本理念及び基本原則を明らかにするとともに、市民、議会及び行政の役割と責

務並びに情報共有並びに市民参画及び協働による自治の基本的事項を定めることに

より、地域主権をめざした市民主体のまちづくりの実現を目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この条例において､次の各号に掲げる用語の定義は､それぞれ当該各号に定め

るところによる。 

(１)市民 市内に住み、若しくは勤める者又は市内に事務所を有する法人若しくは市 

内で活動する団体等をいう。 

(２)行政 市長､教育委員会､選挙管理委員会､監査委員､農業委員会及び固定資産評 

価審査委員会をいう。 

(３)まちづくり 市民が安心､安全に暮らし､心豊かに生活できる環境をつくるため､ 

市民､議会及び行政が行う公共的な活動をいう。 
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(４)市政 まちづくりのうち､議会又は行政が行う活動をいう。 

(５)参画 市民が市政及び地域のまちづくりに主体的に関与することをいう。 

(６)協働 市民､議会及び行政並びに市民相互が、互いを理解し、対等な立場で、そ 

れぞれの責任と社会的役割を踏まえ、共通の目的達成のために共に取組むことをい 

う。 

(７)行政評価 行政が実施している政策、施策又は事務事業について、成果の目安等 

を用いて有効性、効率性及び必要性を評価することをいう。 

(８)個人情報 個人に関する情報であって、当該情報に含まれる氏名、生年月日その 

他の記述等により特定の個人を識別することができるものをいう。 

(９)パブリックコメント 行政が市の基本的な政策等の策定に当たって、広く公に、 

意見、情報、改善案等を求める手続きをいう。 

 

（条例の位置付け） 

第３条 この条例は､本市のまちづくりの基本的事項を定めるものであり市民､議会及

び行政は､この条例の趣旨を最大限に尊重しなければならない。 

 

第２章 まちづくりの基本理念及び基本原則  

（まちづくりの基本理念） 

第４条 まちづくりは、市民、議会及び行政が一体となって行うものとする。 

２ 行政及び議会は、市民の信託に基づき、個人の尊厳及び自由が尊重され、かつ、公 

正で開かれたまちづくりを推進するものとする。 

３ 市民、議会及び行政は、地域の個性及び自立性を尊重した地域のまちづくりを推進 

するものとする。 

 

（まちづくりの基本原則） 

第５条 市民､議会及び行政は､次に掲げる事項を基本原則として､まちづくりを行うも
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のとする。 

(１)情報共有の原則 まちづくりに関する情報を互いに共有すること。 

(２)市民参画の原則 市民参画の機会を保障し､市政運営を行うこと。  

(３)協働の原則 協働によりまちづくりの課題の解決に当たること。 

 

第３章 市民、議会及び行政等の責務と役割  

（市民の権利) 

第６条 市民は､市政に参画する権利を有する。 

２ 市民は､市政に関する情報を知る権利を有する。 

３  市民は､行政サービスを受ける権利を有する。 

 

（市民の責務と役割） 

第７条 市民は､まちづくりの主体であることを認識し､広い視野に立って､自らの発言

と行動に責任を持たなければならない。 

２ 市民は、まちづくりの主体として、地域社会の活性化を図るとともに、市政・まち 

づくりへ積極的に参画し、自らまちづくりに取組まなければならない。 

３ 市民は、市が提供する行政サービスを受けるに当たって、応分の負担を負わなけれ 

ばならない。 

 

（青少年及び子どもの育成） 

第８条 市民､議会及び行政は、青少年及び子どもを人として尊び､社会の一員として、 

重んずるとともに、安心、安全で健やかに育つ環境づくりに取組まなければならない。 

２ 青少年及び子どもは、それぞれの年齢にふさわしいまちづくりに参加する権利を有 

する。 
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（地域コミュニティ等の育成） 

第９条 市民、議会及び行政は、互いに助け合い、地域の課題に自ら取組むことを目的 

として自主的に形成された集団（以下「地域コミュニティ」という。）及びＮＰＯ法 

人等がまちづくりの担い手であることを認識し、これを守り育てるよう努めるものと 

する。 

２ 議会及び行政は、地域コミュニティ及びＮＰＯ法人等の自主性及び自立性を尊重し、

政策形成等を行うものとする。  

３ 行政は、地域コミュニティ及びＮＰＯ法人等の活動を支援するため、必要な施策を

講じなければならない。 

 

（議会の責務と役割） 

第１０条 議会は､法令で定めるところにより､市民の直接選挙により信託を受けた議

員によって構成される市政の意思決定機関であり､市政運営の監視、政策立案及び市

政への提言を行うものとする。 

２ 議会は､市民に開かれた議会運営を行い､地域の課題及び市民の意見を把握し、並びに

総合的な視点に立って調査研究を行うとともに、市民の意見を市政に反映させるよう 

努めなければならない。 

 

（市長の責務と役割） 

第１１条 市長は､市民の代表者として､市民の信託に応え､毎年市政の基本方針を明ら

かにし、公正かつ誠実に市政運営に当たらなければならない。 

 

（市職員の責務と役割） 

第１２条 市職員は､市民全体の奉仕者として､公務を民主的かつ能率的に処理すべき

責務を深く自覚し､法令､条例､規則等を遵守し､誠実かつ公正に職務を遂行しなけれ

ばならない。 
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２ 市職員は、職務の遂行に必要な知識、技能等の向上に努め､地域の課題に的確に対

応しなければならない。 

 

第４章 市政運営 

（効率的な市政運営) 

第１３条 行政は､行政課題の早期解決及び市民サービスの維持・向上を図るため、限

られた財源と人材を有効に活用し、市民満足度の高い、効率的で効果的な市政運営に

努めなければならない。 

 

（組織体制） 

第１４条 行政は､適正かつ能率的で､効果的な市政運営に対応するよう､柔軟で機動性

のある組織体制を整備しなければならない。  

 

（総合計画） 

第１５条 行政は､総合的かつ計画的な市政運営を図るために、議会の議決を経て総合

計画を策定するものとする。 

２ 総合計画の策定に当たっては､市民参画の機会を確保し、広く市民の意見を反映さ

せるよう努めなければならない。 

 

（健全な財政運営） 

第１６条 行政は、将来にわたって財政の健全化を確保するため、中長期の財政計画 

を策定しなければならない。 

２ 行政は、予算及び決算その他市の財政状況について、市民に分かりやすく公表しな 

ければならない。 
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（行政評価） 

第１７条 行政は､市政運営において、市民に対する説明責任を果たすとともに市民本

位の効率的で質の高い､行財政運営及び市民の視点に立った成果重視の行政への転換

を一層推進するため、行政評価を実施しなければならない。 

２ 行政は､行政評価の結果を市民に分かりやすく公表するとともに､施策､事業等に反

映しなければならない。 

 

（行財政改革） 

第１８条 行政は、最小の経費で最大の市民サービスを図るため、行財政改革に取り組

まなければならない。 

２ 行政は、行財政改革の目標及びそれを実現するための施策を定めた計画を策定しな

ければならない。 

 

（個人情報の保護） 

第１９条 議会及び行政は､個人の権利と利益の保護を図るとともに､公正で信頼され

る市政の推進に資するため､対馬市個人情報保護条例（平成 17 年対馬市条例第 48 号）

の定めるところにより本市が保有する個人情報を適正に管理しなければならない。 

 

（行政手続） 

第２０条 行政は､市民の権利と利益の保護に資するため､対馬市行政手続条例（平成

16 年対馬市条例第 15 号）の定めるところにより処分､行政指導及び届出に関する手

続きに関し､共通事項を明らかにし、市政運営における公正の確保と透明性の向上を

図るものとする。 

 

（危機管理） 

第２１条 行政は、常に災害等の緊急の事態に備え、市民の身体、生命及び財産の安全 
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性が確保できるよう、危機管理体制を整備するとともに、その対応に当たっては、市 

民、関係団体等との連携・協力を図るものとする。 

 

第５章 情報共有、参画及び協働 

（情報の共有） 

第２２条 行政は、市民に対し、市政に関する情報を積極的に分かりやすく、適時に提

供するとともに、市民との情報の共有に努めなければならない。 

２ 行政は、参画と協働による市政運営に資するため、市民と情報を共有するための仕

組みの整備を図らなければならない。 

 

（情報公開） 

第２３条 行政は､行政情報の公開を求める市民の権利を明らかにするとともに､市民

に説明する責務の全うと､市民の市政への参加の促進を図るため、対馬市情報公開条

例（平成 16年対馬市条例第 13号）の定めるところにより、市の保有する情報は原則

として公開しなければならない。 

 

（説明責任等） 

第２４条 行政は、政策等の実施にあたり市民に分かりやすく説明しなければならない。 

２ 行政は、市民の市政に関する意見、要望、苦情等に対し、速やかに事実関係を調査 

し、誠実に対応しなければならない。 

 

（パブリックコメント） 

第２５条 行政は､市の基本的な政策等の策定に当たっては､事前に必要な情報を市民へ

公表し､意見を求めるとともに､これを考慮して意思決定を行わなければならない。 

２ 前項の手続を行った場合は、速やかにその結果を市民に公表するものとする。 
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（審議会等の参加) 

第２６条 行政は､法令に基づき設置する附属機関及びこれに類する機関の委員を選任

する場合は､その委員の一部には､市民からの公募により委員を選任するよう努めな

ければならない。 

 

（市民参画） 

第２７条 市民は、自らが地域の自治の担い手であるとの認識のもと、互いに助け合い、

積極的に地域のまちづくりに取組むものとする。 

２ 議会及び行政は、市民が市政及びまちづくりに参画しやすい環境を整備しなけ

ればならない。 

 

（協働） 

第２８条 市民､議会及び行政は､互いに対等の関係で目的と情報を共有し､相互理解と

連携協力のもと､まちづくりに取り組まなければならない。 

２ 行政は、協働を推進するための仕組みを整備するとともに、協働の推進に当たって 

は、市民の自主的な活動を支援するものとする。 

 

（男女共同参画） 

第２９条 市民､議会及び行政は、男女が社会の平等な構成員として互いの人権を尊重 

しつつ、共にまちづくりに参画できるよう努めなければならない。 

 

第６章 住民投票 

（住民投票）   

第３０条 本市において市議会議員及び市長の選挙権を有する住民（以下「住民」とい

う。）、議会議員及び市長は、市政に関する重要事項について、住民の意思を直接確認

するために、住民投票の実施を請求又は発議することができる。 
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２ 市長は､前項の住民投票の請求又は発議があったときは、投票の目的、投票者の資

格その他住民投票の実施に必要な事項を、それぞれの事案に応じて別に条例で定める

ことにより、住民投票を実施することができる。 

３ 住民、議会及び市長は､住民投票の結果を尊重しなければならない。 

 

第７章 対馬らしさの追求 

（対馬らしさの追求）   

第３１条 市民、議会及び行政は、対馬の地理的、歴史的な特色を生かしたまちづくり

を推進していくことに努めるものとする。 

 

第８章 条例の検証及び見直し 

（条例の検証） 

第３２条 市長は、この条例の趣旨に照らして、各項目の状況を把握し、検証を行うた 

め、対馬市市民基本条例推進審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

２ 審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

 

（条例の見直し) 

第３３条 市長は、この条例の施行の日から４年を超えない期間ごとに、この条例の規 

定について検討を加え、その結果に基づいて見直しを行うなどの必要な措置を講ずる

ものとする。  

 

附 則 

 この条例は､平成２４年４月１日から施行する。 
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（仮称）対馬市市民基本条例 

条例名決定の経過について 
 

 

（１）公募により決定した条例名 

   対馬市市民基本条例 

 

（２）条例名募集の基本的考え方 

   条例名募集については、幅広い市民からの公募が可能となるような募集方

法及び体制をとるものとする。 

   募集については、市報７月号、８月号、対馬市ＣＡＴＶ、対馬市ホームペ

ージ等で広報を行った。また、地域再生推進本部及び各地域活性化センター

窓口に応募用紙を設置し、市内６ヶ所で行った市民との意見交換会会場にお

いても呼びかけた。 

 

（３）検討の経過 

年  月  日 内     容 

平成２３年 ５月１３日 第５回ワーキング部会 

・条例名募集の基本的考え方の確認 

・募集時期や募集内容等の検討 

・募集実施スケジュール 

平成２３年 ５月２４日 第７回検討委員会 

・条例名募集の基本的考え方の確認 

・募集時期や募集内容等の検討 

・募集実施スケジュール 

平成２３年 ６月１７日 第７回ワーキング部会 

・募集期間、内容、募集実施スケジュール等の確認 

平成２３年 ７月２０日～平成２３年 ９月 ５日 

条 例 名 募 集 期 間 

平成２３年 ９月 ９日 第８回ワーキング部会 

・応募された条例名から候補を検討 

平成２３年 ９月１１日 第９回検討委員会 

・応募された条例名から候補を検討 

平成２３年 ９月２９日 第 10 回検討委員会 

・条例名、当選者の決定 
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（４）条例名の考え方 

  ① 条例名の頭には必ず“対馬市”が入り、“対馬市○○条例”となる。 

  ② 条例名は、誰もが呼んでその条例がどのような条例か、わかる条例が望

ましい。 

  ③ 既存の条例名に類似したもので、間違いやすい条例は好ましくない。 

  ④ 条例名に記号、英字等が入るのも好ましくない。 

 

（５）決定方法 

   ９月２９日開催の第 10回検討委員会において、応募の多かった 10件につ

いての協議を行った。条例名の考え方に当てはめ、１件ずつ適当かどうかを

協議し、最終的に残ったものを条例名とした。 

   また、記念品を進呈する方については、同一条例名応募者の中から抽選で

決定した（上対馬高校：峰渓介さん）。 

-16-



区分 番号 氏　　 名 備　　考

学識経験者 1 加留部 貴行 委員長

2 豊 田 涼 子

3 吉 見 優 子

4 春 田 新 一

5 扇　裕 二

6 中 島 秀 隆

7 築 城 益 一

8 武 宮 　徹

9 山 根 延 生

10 寺 﨑 俊 治

11 牛 島 和 美

12 山 村 辰 美

13 國 分 禎 二

14 小 川 一 成

15 齋 藤 　豪

16 有 村 一 實

17 山 田 清 二

18 永 留    浩

19 松 原 敬 行 副委員長

20 平 山 秀 樹

対馬市民ボランティア連絡協議会代表

美津島町樽ヶ浜区長

厳原町地域婦人連絡会会長

対馬市社会福祉協議会事務局長

対馬市商工会事務局長

峰町志多賀区長

対馬市青年団団長

公募委員

公募委員

政策補佐官

（仮称）対馬市市民基本条例検討委員会委員名簿

市職員

所　属　・　役　職

九州大学 大学院 統合新領域学府  ユーザー感性学専攻 客員准教授

長崎県男女共同参画推進員

対馬市青少年健全育成連絡協議会会長

公募委員

市民代表

（順不同､敬称省略）

NPO法人 対馬郷宿 会員

NPO法人 ツシマヤマネコを守る会会長

NPO法人 対馬の花で島おこし理事長

青少年育成ココロねっこ指導員

総務部長

対馬とんちゃん部隊隊長

公募委員
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